
１　あなたの学校名を教えてください。（1つ選択）

茅野高校：69名 東海大学付属諏訪高校：719名

２　あなたの学年を教えてください。（1つ選択）

１年：276名 ２年：247名 ３年：265名

３　あなたの性別を教えてください。（1つ選択）

男性：434名 女性：341名 回答しない：13名

令和７年度茅野市高校生アンケート　集計結果

調査期間　：令和７年１月15日から２月28日まで

調査対象者：市内高校の在学生（茅野高校、東海大学付属諏訪高校）

調査人数　：1,011名

回答者数　：788名（回答率77.9％）



４　あなたのお住まいを教えてください。（１つ選択）

茅野市内：357名 茅野市外：431名

６　あなたが毎日のくらしに幸せを感じる時は、どのような時ですか。（3つまで選択可）

（その他）趣味をやっている時（複数回答）、 ゲームをやっている時（複数回答）、 YouTube視聴時、 音楽を聴いている時、バスケット

ボールなどのスポーツをしている時、 見たいTV番組が放送されている時、恋人と過ごす時間、大切な人・好きな人と過ごしている時（複数回

答）、 遠距離の彼女との電話やLINE、学校にいる時、寝ている時（複数回答）、ご飯を食べている時（複数回答）、自由を感じる時、やりた

いことをしている時、 何気ない日常がうまくいっていると感じられる時、 生きてると実感している時、帰省した時　他

６点以上の「私は幸せ」と考えている人が約８割となり、多くの高校生が幸福感を感じながら過ごしています。

家でゆっくりしたり、友達や家族と過ごしているときに幸せを感じている人が多くいました。一方、遊びや旅行に出かけたり、習い事やス

ポーツ、部活動をするなど、アクティブな過ごし方も幸せを感じている人が多い結果となりました。

５　あなたの現在の幸福感について、「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を0点とした場合、最も近い感覚の数字を選んでください。（1

つ選択）　※ 真ん中の５点を幸せでも不幸でもない状態と考えます。

　　　1.  家でゆっくりしているとき　2.  友達と過ごしているとき　3.  家族と過ごしているとき　4.  遊びや旅行に出かけるとき

　　　5.  習い事やスポーツ、部活動をしているとき　6.  買い物や食事に出かけるとき　7.  地域の行事やお祭りに参加しているとき

　　　8.  勉強しているとき　9. ボランティアや社会貢献活動をしているとき　10. その他



７　あなたは将来、仕事とプライベートのどちらを重視した生活を送りたいと思いますか。（1つ選択）

８　あなたは将来、結婚したいと思いますか。（1つ選択）

９　あなたは高校卒業後、どのような進路を希望していますか。（1つ選択）

仕事もプライベートも、どちらも重視したいという人が６割を超えました。どちらかと言うと、仕事よりプライベートの方を重視したい人が

多いようです。

結婚したいと考えている人が約７割となり、結婚を肯定的にとらえている人が多くいました。

約９割の人が進学を希望しています。すでに就職を希望することを決めている人も、60名近くいました。

（その他）アルバイト



10　進学・就職等に伴い、希望する住まいはどちらですか。

11　あなたは将来どのような職業に就きたいですか。（3つまで選択可）

12　あなたは、お住まいの地域に愛着や誇りを持っていますか。（1つ選択）

（その他）アニメクリエイター、映像関係、インテリア関係、パソコン1台でできる仕事、科学者、ホテルスタッフ（複数回答）、ブライダル

関係（複数回答）、テーマパークダンサー、イベント関係、ペット系、製菓、自動車整備（複数回答）、船長、栄養士・管理栄養士（複数回

答）、心理学、葬祭業、経営者、マネージャー、音楽関係（複数回答）

進学・就職等に伴い、市外に住みたい人が85％と多くいました。一方、15％の人は高校卒業後も市内に住みたいと回答しています。

「芸能・芸術・娯楽・スポーツ関係」「医療・福祉関係」を選ぶ人が最も多くいました。「公務員・保安関係」「教育・保育関係」が次に多

く、「製造・ものづくり関係」「美容・ファッション関係」も人気です。

　　　1. 医療・福祉関係　2. 製造・ものづくり関係　3. 公務員・保安関係　4. 芸能・芸術・娯楽・スポーツ関係

　　　5. IT・通信関係　6.飲食・小売関係　7. 観光関係　8.教育・保育関係　9. 美容・ファッション関係　10. 建設・建築・不動産関係

　　　11. 金融・コンサル関係　12. 物流・運輸・交通関係　13. 農業・林業関係　14. エネルギー・資源関係　15. 国際・語学関係

　　　16. 広告・出版関係　17. 自然・動植物関係　18. 法律・政治関係　19. その他　20. 決めていない

「持っている」「どちらかと言えば持っている」人が約８割となり、多くの人が住んでいる地域へ愛着や誇りを感じていることが分かりまし

た。



14　Q13でその選択肢を選んだ理由を教えてください。

●「どちらとも言えない」の理由

• 将来の不透明さ：  将来が決まっていない、進学や就職先次第、どこに勤務するか不明（複数回答）

• 中立的評価：  良い面と悪い面の両方がある、住みたくないわけではないが他も見てみたい（複数回答）

• 地元意識の不在：  市外から通学・入寮しているため茅野市を詳しく知らない、元の地元の方が落ち着く（複数回答）

●「住みたい」「どちらかといえば住みたい」の理由

• 自然・環境：  自然豊か（山・空気・星・水）、静かで落ち着く、空気が綺麗、雰囲気が良い（複数回答）

• 住みやすさ・安心感：  住み慣れている、安心感がある、居心地が良い、住民が温かい、生活に大きな不便がない（複数回答）

• 慣れ親しんだ地元・実家：  地元である、生まれ育った場所、実家がある、親や家族が近くにいる、地元の友達が多い（複数回答）

• 特定の就職希望・活動：  諏訪地域の精密機械企業への就職、中央病院での看護師、母校（東海大諏訪）での教員

• その他：  チェーン店が多いから、充実した寮生活

●「住みたくない」「どちらかといえば住みたくない」の理由

• 不便さ（店舗・娯楽）：  店が少ない、遊べる場所がない、娯楽・商業施設がない、ショッピングモールがない（複数回答）

• 交通インフラ：  車がないと不便（車社会）、電車の本数が少ない、駅まで遠い、バスが通っていない、坂道が多い（複数回答）

• 気候・環境：  冬の寒さが厳しい（複数回答）、雪が多い、路面の凍結、紫外線が強い

• 治安・安全：  治安が良くない、駅周辺の治安、変な人が多い（複数回答）、夜道が暗い

• 都会志向・市外移住：  都会に住みたい（東京、関東、関西）、県外・海外へ出たい、地元（市外・県外）に帰りたい（複数回答）

• 魅力・愛着の欠如：  魅力がない、面白みがない、住む理由がない、街が古い、汚い（複数回答）

• 道路状況： 自転車専用道路が少ない。道が悪く、通学中に自転車がパンクする

• インフラ：  インターネット環境（ネットワーク）が弱い

• 公共料金：  室内スポーツ施設の利用料金が高い

住みたい又はどちらかといえば住みたい人が約２割、住みたくない又はどちらかといえば住みたくない人が約半数となりました。

茅野市に住みたい理由としては、自然環境の豊かさや住み慣れた安心感が挙げられました。一方、住みたくない理由としては、交通インフラ

の不便さや娯楽施設の少なさなどが挙げられました。

13　あなたは将来、茅野市に住みたいと思いますか。（１つ選択）

※進学などで一度は市外へ出ても、将来的に茅野市へ戻ってきたいと考えている場合には、「住みたい」または「どちらかといえば住みた

い」を選択してください。



15　あなたの理想とする「住みたいまち」のイメージはどれですか。（３つ選択）

「交通が便利で移動しやすいまち」を選んだ人が最も多く、次に「安心して暮らせるまち」が選ばれました。「自然と都市のバランスが良い

まち」「若者が楽しめるスポットがあるまち」を選んだ人も多くいました。

「買い物や交通など日常生活の利便性向上 （公共交通の充実、商業施設の利便性アップ）」を選んだ人が圧倒的に多い結果になりました。次

いで、「若者が将来も住み続けたいと思える魅力づくり （住宅支援、子育て環境、娯楽や交流拠点の充実）」も多くに人に選ばれました。

　　1. 学びや挑戦の機会があるまち　2. 交通が便利で移動しやすいまち　3. 自然と都市のバランスが良いまち

　　4. 若者が楽しめるスポットがあるまち　5. 安心して暮らせるまち　6. 働く選択肢があるまち

　　7. 人とのつながりが心地よいまち　8. デジタル環境が整ったまち　9. 環境にやさしいまち

　　10. 自分らしくいられるまち　11. その他

16　茅野市があなたにとって将来（これから）も「住みたいまち」になるために、特に必要だと思う市の取組はどれですか。（3つ選択）

　　　1.  買い物や交通など日常生活の利便性向上 （公共交通の充実、商業施設の利便性アップ

　　　2.  安心して暮らせる環境づくり （医療体制、防災・安全対策、福祉サービスの充実）

　　　3.  学び・育ち・活躍できる環境の整備 （教育の充実、部活動や文化活動の支援、若者の挑戦機会

　　　4.  働く場や産業の魅力向上 （地元企業の活性化、起業支援、観光・農業・ITなど多様な仕事の創出）

　　　5.  自然環境の保全と活用 （八ヶ岳や縄文文化を活かしたまちづくり、環境保護、ゼロカーボンの推進）

　　　6.  地域交流や文化活動の推進 （祭りやイベント、世代間交流、地域活動への参加機会）

　　　7.  デジタル技術の活用（DX）による便利な暮らし （電子申請、オンラインサービス、ICT教育）

　　　8.  多様性の尊重と誰もが暮らしやすいまち （ジェンダー平等、障がい者支援、外国人との共生）

　　　9.  行財政改革による持続可能なまちづくり （効率的な行政運営、住民参加型の政策づくり）

　　　10.  若者が将来も住み続けたいと思える魅力づくり （住宅支援、子育て環境、娯楽や交流拠点の充実）

（その他）お店がいっぱいあるまち、気温が暖かいまち、医療費の助成（高校生までの医療費免除）があるまち、治安が良いまち、自衛隊基

地があるまち

（その他）子どもたちへの人生教育、ネットワークの改善、茅野駅付近の治安の改善、茅野駅から徒歩圏内のカラオケセンター・ゲームセンター、茅野駅

周辺以外での一人でゆっくり過ごせる場所、都会化、道路の整備、遊ぶ場所



17　今後の茅野市がもっと住みやすく、より良いまちになるためのアイデアや意見があれば、ぜひ教えてください。

高校生ならではのアイデアや意見を、様々な角度から、２００以上もお寄せいただきました。日々茅野市で生活する中での具体的な気づき

を、市のまちづくりに生かしていきます。　※同じ内容の回答はまとめた上で掲載しています。

●　交通・移動の利便性に関するアイデア

• のらざあの運転手の態度がものすごくひどい。改善しないとあれは必要ない

• 交通が少なくて市内市外移動が大変。のらざあを増やしてほしい。もしくはバスを増やしてほしい

• 電車が1時間に1本くらいなので、いつか1時間に3本くらい通ったら便利だと思った

• バスとかもあまり出てないと思うので出してもらえると嬉しい。バスの本数と通る場所を増やしてほしい。

• 車を運転できればいい町だと思うけど子どもはできないから移動が大変

• 電車の本数を増やす。タクシーの通る範囲を広げる

• もっと移動がしやすいようにする！都会化する

• 公共交通機関やタクシーなどの本数の増加。そうすることで関東などから来た雪道に慣れていない人や車を持っていない人でも住みたいと思

う人が増えると思う

●　インフラ・道路・治安に関するアイデア

• しっかりした医療機関をつくる

• 罰金も発生するため自転車は交通ルール上、車道を走らないとなんです。そこで道路が狭いと自転車側も車側も接触しないよう速度を落とし

て走行しますので、渋滞が発生しやすくなったり、事故が発生しやすくなる

• 学生のためにも、自転車専用道路を作ってほしい。交通ルール上自転車は車道を走らないといけないが、車道が狭い。車道を広げるなり、自

転車専用道路を作ってほしい。

• 公園がほしい

• 変な奴が茅野駅とかでうろついてるから他の市の人たちからも治安が悪いとよく言われる

• 治安を良くして欲しい普通に最近やばい人しかいない

• 夜間パトロールをしてほしい

• 道路の凍結をどうにかする。雪が降って凍った時、とても滑るので対策をしたらいい

• 東口駅前が暗いから明るくしてほしい

• 横断歩道がない場所があり通学の時困るから、横断歩道を増やした方が良い

•T字路などにミラーを設置してほしい

• ソーラーパネルを増やしすぎ。自然を壊すな

• 空き家とか昔の商店街をリフォームしたりリメイクしたらもっと若者も楽しめる

• テーマパークの設立。廃墟の取り壊し。もうやってない店を立ち退かせる

●　商業施設・娯楽に関するアイデア

• アウトレットのような買い物できる大型ショッピング施設があれば県外からも人が来ると思う

• イオンとベルビアの中間的な存在のものを作れば、買い物は済ませれるようになり、人が落ち着ける場所が作られると思う

• 今のベルビアの素敵なお店の空間をこれからも残してほしい

• お店とか1箇所にまとまっててそこまで行くのに大変だからもっと色んなお店ふやしてほしい

• 駅前はだいぶお店などが多いけど、駅から離れるほど店などが無くなっていくのは不便。店舗が混雑するから、1箇所に固めずに色々なとこ

ろにスーパーやコンビニを作ったほうがいい

• 同じようなお店しかないから、代わり映えのあるお店を建てた方がいいと思う

• 空き家や古い建物の中に新しいお店を出店する。商店街をリフォームしたりリメイクしたらもっと若者も楽しめると思います

• ショッピングモールとか作ってほしい

• カラオケいっぱい作る。ダーツもビリヤードも

• 安くてうまい飯屋つくる

• コンビニを多くしたり遊べる場所を多くすること

• 遊べる場所少なすぎ

• 娯楽施設が少ない増やしてほしい。ROUND1やテーマパークなど。

• 駅前にチェーン店のお店を増やす



18　あなたが普段利用するSNSは何ですか。（当てはまるものすべて選択）

19　あなたが普段利用する公共交通は何ですか。（当てはまるものすべて選択）

インスタ、YouTube、TikTok、LINE、Xなど、様々なSNSが非常に多くの高校生の皆さんに利用されています。

電車が最も多くの人に利用され、公共交通を利用していない人も約３割いました。バスやのらざあ、タクシーも一定数の人に利用されていま

す。

（その他）BeReal（複数回答）、Discord、Reddit、Weverse （複数回答）

●　まちの魅力発信・その他全般的な意見

• いじめや、悪口が無くなるような平和な生活を暮らせるような地域になってほしい。そのためには、茅野市内と茅野市外の学校全体に話す事

が大事だと思う

• 市民の声を聞いてください

• 若者や高齢者など多くに世代が楽しめるところをつくる。交流の場を増やした方がよい

• 茅野市の自然の魅力をもっと伝える。自然豊かな街を保っていく

• デジタル技術を活用すれば良いと思う

• 高齢者に配慮したまちづくり。例えば、スーパーなどを一箇所にまとめず、各地に散らばせて移動が負担にならないようにする

• 茅野市の山の方にもスーパーなどがあればいい

• 今のままでもいいと思う。バランスが大切。

• 障害者に優しいまちづくりをしていくべき。福祉サービスを手厚くする

●　学習・居場所・若者支援に関するアイデア

• 若者が学習できたり、楽しく遊べたり暇つぶしができる場所を作ってほしい！！

• 学生が遅くまで勉強できる場所が欲しい

• 茅野駅周辺だけじゃなくて、いろんなところに勉強が出来るスペースが欲しい

• 楽しめる場所、学校付近に寄り道できる場所をつくる

• 体育館に暖房をつける

• 地元企業の活性化をして地元枠で社員をとる

• 茅野市に大企業を置く。将来住みたいと思う人が増えると思う

• 中高生がもっと利用しやすい施設を作るべき

• 習い事（例えばダンス教室とか）をできるところが茅野駅から離れているところだったりする

• 子育ての支援に力を入れて欲しい



20　のらざあを利用したことがある方にお聞きします。主にどのような理由で利用しますか。（当てはまるものすべて選択）

21　放課後や休日に、安心して過ごせる場所はありますか。ある場合は、どこですか。（当てはまるものすべて選択）

22　放課後や休日の居場所に、どんなものがあれば過ごしやすくなりますか。（当てはまるものすべて選択）

通学や友人等との外出に多く利用されている他、その他が最も多く、様々な場面で日常的に利用されています。

放課後や休日は、自宅で過ごす人が最も安心感を感じていました。友人宅やカフェ・商業施設、公共施設など様々な場所が利用されていま

す。

Wi-Fiや電源が必要と考える人が最も多く、次に、飲食OKなスペース、誰でも入りやすい雰囲気、友達と話すスペースがあると過ごしやすい

と考える人が多い結果になりました。

　　　1. 学習スペース　2. 友達と話すスペース　3. Wi-Fiや電源　4. 飲食OKなスペース

　　　5. 趣味活動ができる（ダンスやバンドの練習ができるスタジオなど）　6. 相談や質問ができるスタッフ

　　　7. 社会や大人と関わる機会　8. 同世代の人と知り合う機会　9. 誰でも入りやすい雰囲気

　　　10. 朝早く、または夜遅くまで開いている　11. その他

（その他）部活（遠征時のキャリーケース等の重い荷物運搬を含む）（複数回答）、アルバイト先への移動、職業体験、企業見学、面接、駅までの移動

（帰省時等を含む）、タクシー代わり、雨天時の利用、徒歩では遠いと感じる時の利用、通院（病院）、祖母の家への訪問、遊び

（その他）寮（複数回答）、塾（複数回答あり）

（その他）イオン、ショッピングモール（複数回答）、ラウンドワン、カラオケ、漫画喫茶、体育館、遊べる場所（公園以外の遊び場）、トイレの確保



23　茅野市には、高校生が意見を言いやすい場や意見を言う機会があると思いますか。（１つ選択）

24　困った時に相談できる大人はいますか。いる場合は、誰ですか。（当てはまるものすべて選択）

25　相談しやすい窓口に必要だと思う要素は何ですか。（当てはまるものすべて選択）

相談しやすい窓口には、「匿名性」と「話しやすい雰囲気」が必要と考える人が多くいました。

高校生が意見を言いやすい場や意見を言う機会があるかどうか知らない、わからないと答えた人が約７割となりました。一方、「ある」と答

えた人は約１割に留まりました。

約８割の人が家族に相談できると答えました。次いで、友人を選んだ人が約６割と多くいました。生成AIに相談している人も一定数いまし

た。

　　　1. 家族　2. 友人　3. 学校の先生　4. 部活動などの顧問　5. ＳＮＳ　6. 生成ＡＩ

　　　7. 学校以外の相談窓口（市や県の相談窓口など）　8. 特にない・相談しない

　　　1. 匿名性　2. SNSで相談できる　3. 夜間や休日も相談できる　4. 相談員の年齢が近い

　　　5. 話しやすい雰囲気（服装や話し方など）　6. 相談場所に行きやすい　7. 何が相談できるかわかりやすい　8. 特にない


